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決まったことがら

決
ま
っ
た

決
ま
っ
た

こ
と
が
ら

こ
と
が
ら

令和7年 第1回 定 例 会
　第１回定例会は、去る３月５日招集され、８日間（休会日２日を
含む）の会期で行われました。
　５名が一般質問で町政全般についてただしました。

議

決

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　

厚
岸
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

施
設
名　

厚
岸
町
太
田
活
性
化
施

設指
定
管
理
者　

太
田
自
治
会

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

　

観
光
商
工
課
職
員
が
職
務
で
公

用
車
を
運
転
中
に
起
こ
し
た
事
故

に
対
す
る
賠
償
額
を
80
万
１
０
７

５
円
と
決
定
し
ま
し
た
。

�

（
町
の
過
失
割
合
１
０
０
％
）

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

（
仮
称
）
厚
岸
町
防
災
交
流
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
に
係
る
６
件
の

契
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

①
建
築
主
体
そ
の
１

　

�

12
億
６
７
０
万
円
か
ら
12
億
２

０
２
０
万
円
へ
変
更

②
建
築
主
体
そ
の
２

　

�

10
億
７
５
８
万
円
か
ら
10
億
８

７
５
３
万
７
千
円
へ
変
更

③
電
気
設
備
そ
の
１

　

�

１
億
５
８
９
５
万
円
か
ら
１
億

６
１
４
１
万
２
千
円
へ
変
更

④
電
気
設
備
そ
の
２

　

�

１
億
５
０
４
８
万
円
か
ら
１
億

５
２
６
６
万
６
千
円
へ
変
更

⑤
機
械
設
備
そ
の
１

　

�

２
億
６
８
０
万
円
か
ら
２
億
９

５
９
万
９
千
円
へ
変
更

⑥
機
械
設
備
そ
の
２

　

�

１
億
９
７
８
万
円
か
ら
１
億
１

１
６
７
万
４
千
円
へ
変
更

①
～
⑥
の
工
期
に
つ
い
て

完
成
年
月
日
は
令
和
７
年
６
月

30
日
ま
で
が
令
和
７
年
10
月
31

日
ま
で
に
変
更

条

例

　
厚
岸
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
の
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
と
同
様
に
本
人
確
認
が

で
き
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
４
つ
の
条
例
に
規
定
す
る

必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

　
厚
岸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
厚
岸
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

外
国
語
指
導
助
手
の
報
酬
月
額

の
改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
老
人
福
祉
基
金
条
例
の

一
部
改
正

　

基
金
額
を
事
業
に
活
用
す
る
た

め
の
必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

北
海
道
か
ら
示
さ
れ
た
令
和
７

年
度
の
市
町
村
ご
と
の
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
及
び
標
準
保

険
料
率
を
基
に
、
保
険
税
率
の
改

定
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
高
齢
者
等
及
び
身
体
障

害
者
生
活
支
援
事
業
条
例
の
一
部

改
正

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
給
付
サ

ー
ビ
ス
に
類
似
す
る
事
業
の
利
用

者
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
法
に
基
づ
く
介
護
報
酬
の
１
割

相
当
額
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年

４
月
及
び
同
年
６
月
の
介
護
報
酬

の
改
定
を
基
に
利
用
者
負
担
額
を

改
正
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
及
び
厚
岸
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

規
則
等
の
一
部
改
正
並
び
に
児
童

福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
に
お
い

て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
職
員
配
置
の
基
準
等
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な

改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
水
道
事
業
、
簡
易
水
道

事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

厚
岸
町
総
合
計
画
の
将
来
推
計

人
口
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
下
水

道
事
業
の
経
営
規
模
の
計
画
人
口

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

必
要
な
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。
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厚
岸
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

　

下
水
道
法
施
行
令
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
、
公
共
下
水
道
等

か
ら
の
放
流
水
に
含
ま
れ
る
大
腸

菌
群
数
に
係
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
必
要
な
改
正
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
水
道
事
業
等
布
設
工
事

監
督
者
の
配
置
及
び
資
格
基
準
並

び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
及
び
水
道
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
改
正

に
伴
い
、
必
要
な
改
正
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

内
閣
府
令
で
定
め
る
「
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
」の
施
行
に
伴
い
、

厚
岸
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
の
制
定

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関

し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
各
主
体

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ

い
て
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け

た
被
害
の
軽
減
又
は
回
復
を
図

り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

厚
岸
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

人

事

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

森
脇
智
亮
氏
、
髙
橋
美
佐
子
氏

の
推
薦
が
あ
り
適
任
と
し
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
の
選
任
に
対
す
る
同

意
　

黒
田
庄
司
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
対
す
る
同
意

　

小
川
洋
志
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

申

出

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
、
広
報
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
か

ら
、
次
の
定
例
会
ま
で
の
閉
会
中

る
事
項

　
議
会
運
営
委
員
会

⑴
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項

⑵
議
会
の
会
議
規
則
・
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

⑶
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
関

す
る
事
項

⑷
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

⑸
そ
の
他
本
委
員
会
所
管
に
関
す

る
事
項

に
お
け
る
継
続
調
査
の
申
し
出
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
調
査
事
項
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

⑴
総
務
及
び
防
災
に
関
す
る
事
項

⑵
財
政
及
び
税
に
関
す
る
事
項

⑶
財
産
に
関
す
る
事
項

⑷
商
工
・
労
政
及
び
観
光
に
関
す

る
事
項

⑸
農
業
、
林
業
、
畜
産
及
び
水
産

業
に
関
す
る
事
項

⑹
土
木
、
建
築
及
び
都
市
計
画
に

関
す
る
事
項

⑺
出
納
に
関
す
る
事
項

⑻
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

し
な
い
事
項

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
事
項

⑵
介
護
保
険
に
関
す
る
事
項

⑶
民
生
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
項

⑷
保
健
衛
生
及
び
生
活
環
境
に
関

す
る
事
項

⑸
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項

⑹
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及
び
生

涯
学
習
に
関
す
る
事
項

⑺
そ
の
他
厚
生
及
び
文
教
に
関
す

る
事
項

　
広
報
常
任
委
員
会

⑴
議
会
広
報
誌
の
編
集
及
び
発
行

に
関
す
る
事
項

⑵
動
画
配
信
に
関
す
る
事
項

⑶
広
報
の
調
査
及
び
研
究
に
関
す

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

②
太
田
へ
き
地
保
育
所
の
休
所

③
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
（
老
人

福
祉
施
設
整
備
構
想
）

④
令
和
７
年
度
新
規
・
拡
充
事
業

⑤
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及

び
執
行
状
況
に
係
る
点
検
・
評

価
報
告
書
（
令
和
５
年
度
事
業

分
）

⑥
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校「
若
潮
寮
」

入
寮
生
徒
に
係
る
寮
費
支
援

⑦
厚
岸
町
学
校
図
書
館
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

⑧
厚
岸
町
温
水
プ
ー
ル
の
通
年
開

館
⑨
厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
の
改
正
概
要

⑩
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
導
入

▼
広
報
常
任
委
員
会

　

第
１
回
（
１
月
21
日
）

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

②
議
会
だ
よ
り
№
１
３
５
の
発
行

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

第
１
回
（
２
月
19
日
）

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

②
消
防
自
動
車
整
備
事
業
の
繰
越

③
町
営
牧
場
と
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
農

地
の
無
償
賃
貸

④
カ
キ
セ
ン
タ
ー
餌
料
藻
類
の
販

売
価
格
改
定

⑤
き
の
こ
菌
床
セ
ン
タ
ー
菌
床
の

販
売
価
格
改
定

⑥
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
導
入

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

第
１
回
（
２
月
20
日
）

［
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
］

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
のの

活
動
状
況

活
動
状
況

　議会の開会中は、役場庁
舎 1階ロビー（町民ホー
ル）に備えつけのテレビで
審議の様子が放映されてい
ます。
　議会の開会中に役場にお
越しの際はご覧ください。

ロビーでも議会のようすが
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決まったことがら

総
合
計
画

　
第
６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
基
本

構
想
の
変
更
及
び
後
期
行
動
計
画

の
策
定

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
で
第

６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
と
な
っ
て
い
た
第

６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
基
本
構
想

の
変
更
及
び
後
期
行
動
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
、
委
員
長
か
ら
審
査

報
告
が
あ
り
、
本
会
議
に
お
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
６
回
目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億

５
４
７
２
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
３
３
億
９
４
５
２

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容

　

低
所
得
者
世
帯
等
物
価
高
騰
対

策
給
付
金
４
６
０
３
万
６
千
円
の

計
上
、
釧
路
東
部
消
防
組
合
負
担

金
９
４
１
万
２
千
円
の
計
上
、
特

別
職
、
一
般
職
員
等
人
件
費
５
２

０
５
万
３
千
円
の
計
上

第1回

1.17
　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
３
回

目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
８

９
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
13
億
３
４
５
８
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
４
回

目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
78
万

７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
億
１
９
７
８
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
３
回
目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
９

９
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
11
億
４
９
７
５
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
介
護
老
人

保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
２
回
目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
４

２
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
６
１
２
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
２
回
目
）

　

収
益
的
支
出
の
総
額
に
１
１
２

万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
２
億
８
４
４
９
万
３
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
２
回
目
）

　

収
益
的
支
出
の
総
額
に
48
万
７

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５

億
２
２
８
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
厚
岸
町
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
２
回
目
）

　

収
益
的
支
出
の
総
額
に
２
１
４

７
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

13
億
１
１
３
３
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

条
　
例

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
の
勧
告
に
伴
い
、町
長
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月
額

及
び
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
改

正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

人
事
院
の
勧
告
の
内
容
に
準
じ

て
、
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
の
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
厚
岸
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　

人
事
院
の
勧
告
に
伴
い
、
職
員

の
給
料
月
額
、
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
の
支
給
割
合
の
引
き
上
げ

並
び
に
各
種
手
当
の
改
正
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

研研  

修修

お　知　ら　せ
議会・委員会を傍聴しませんか。
　町議会では、議場で行われている本会議や特別委員会だけではなく、３階委員会室で行わ
れる常任委員会も傍聴できます。定例会の開催日程は、防災行政無線やＩＰ告知端末で周知
しています。
　委員会の開催日程はインターネットで確認できますので、みなさん、気軽にお越しください。

釧
根
林
活
連
絡
会
議

研
修
会

　

釧
根
林
活
連
絡
会
議
主
催

の
研
修
会
が
、
２
月
18
日
に

釧
路
市
で
開
催
さ
れ
、
７
名

の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
北
海
道
水
産
林
務

部
森
林
海
洋
環
境
局
森
林
海

洋
環
境
課
環
境
調
整
係
主
査

の
木
村
和
氏
か
ら
「
北
海
道

に
お
け
る
森
林
由
来
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
取
組
状
況
等
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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新 年 度 予 算

令和７年度　各会計予算の主な内容
一 般 会 計� （単位：千円）

投 資 的 経 費（事業費 1,000万円以上） 負担金補助及び交付金（経常経費で金額 100万円以上）
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費 区　　分 内　　　　　　　　　　　容 金　額

総 務 費 厚岸情報ネットワーク整備事業 46,040 総 務 費 釧路町村会 2,581
総合行政情報システム整備事業 30,571 北海道職員派遣負担金 5,347
総合行政情報システム標準化整備事業 109,302 地方公共団体情報システム機構 4,932
戸籍情報システム整備事業 14,062 北海道市町村備荒資金組合 5,000

衛 生 費 斎場設備整備事業 14,863 空家等除却促進補助金 10,000
生活排水処理施設整備事業 11,000 空家等活用促進補助金 1,500

農林水産業費 中山間地域等直接支払事業 68,974 まちおこし補助金 2,000
多面的機能支払交付金事業 13,179 移住支援金 3,200
新規就農者誘致奨励事業 24,012 移住定住促進補助金 3,440
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業（釧路太田農業協同組合） 58,599 結婚新生活支援補助金 4,350
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業（浜中町農業協同組合） 11,752 地域おこし協力隊隊員活動費助成 2,532
町営牧場整備事業 103,590 地域おこし協力隊起業等助成 1,000
町営牧場管理用機械整備事業 11,189 釧路･根室広域地方税滞納整理機構 3,888
道営釧路太田地区草地整備事業 47,500 定額減税補足給付金 17,980
水利施設等保全高度化事業 210,000 町長選挙選挙運動経費負担金 1,778
道営林道別寒辺牛２号線開設事業 15,000 町議会議員再選挙選挙運動経費負担金 1,266
造林事業 51,363 民 生 費 保健福祉総合センター・健康広場施設維持管理費負担金 1,374
赤潮対策緊急支援事業 17,093 民生委員児童委員協議会 3,201
漁港機能増進事業 11,600 社会福祉協議会 32,605

商 工 費 厚岸味覚ターミナル設備整備事業 23,848 社会福祉センター運営費 1,907
子野日公園整備事業 19,866 社会福祉センター増改築借入返済助成 2,087
原生花園あやめヶ原整備事業 70,895 子ども発達支援センター 3,500

土 木 費 建設機械等整備事業 51,806 地域活動支援センター運営費 5,488
橋梁長寿命化整備事業 37,000 敬老会 6,353
床潭末広間道路整備事業 216,807 高齢者事業団 3,573
太田２号道路整備事業（令和６国債） 105,638 介護保険利用者負担軽減措置 1,877
太田２号道路整備事業（令和７国債） 22,717 北海道後期高齢者医療広域連合 124,985
太田２号道路整備事業（令和７単歳） 41,774 各自治会助成 1,267
実験所道路法面整備事業 40,000 自治会活動活性化助成 2,900
太田２号道路防雪柵整備事業 37,090 地方バス路線助成 16,771
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令和６国債） 101,779 施設型給付費負担金 25,791
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令和７国債） 40,207 衛 生 費 公衆浴場経営助成 1,040
町営住宅白浜団地整備事業 22,792 釧根広域救急医療確保負担金 1,842
町営住宅解体事業 11,649 厚岸郡救急医療確保負担金 19,929

消 防 費 （仮称）防災交流センター整備事業 121,077 産後ケア事業利用料助成 3,060
（仮称）防災交流センター備品整備事業 17,951 出産応援金 1,900
デジタル無線設備整備事業 181,922 子育て応援金 1,750

教 育 費 厚岸小学校トイレ整備事業 23,210 子どもインフルエンザワクチン予防接種費用助成 1,396
高齢者帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成 1,497
水道事業会計負担金（簡易水道分） 6,337
水道事業会計補助金 48,948
水道事業会計補助金（簡易水道分） 6,957
病院事業会計負担金 370,000
別寒辺牛川・ホマカイ川流域環境保全協議会 1,000
住宅用太陽光発電システム設置奨励費 1,200
釧路広域連合 42,607
釧路市ごみ最終処分場 1,931

農林水産業費 野生鳥獣被害対策協議会 6,241
北海道漁港漁場協会 1,395
厚岸港まつり協賛会 1,675
厚岸港まつり協賛会（町民花火大会分） 3,000
日本水難救済会厚岸救難所 1,100
漁業近代化資金利子補給 7,381
衛生管理型漁港施設負担金 3,082

商 工 費 商工会 15,468
中小企業融資利子補給 3,744
中小企業融資保証料 5,535
特産品等開発助成 5,000
厚岸観光協会 9,401
あっけしでたのしまないと実行委員会 2,000
観光プロモーション実行委員会 3,885
アウトドア体験費補助金 1,060
緊急経済対策中小企業資金融資利子補給 5,781
がんばろう厚岸応援券（物価高騰対応重点支援分） 41,200

土 木 費 下水道事業会計負担金 9,286
下水道事業会計補助金 327,132
住宅省エネ・バリアフリー改修補助金 1,500
住宅新築助成 10,000
住宅リフォーム助成 8,000
住宅耐震改修補助金 1,300

消 防 費 釧路東部消防組合 391,812
自主防災組織活動活発化助成 3,300

教 育 費 通学バス定期券購入助成 2,556
若潮寮入寮費助成 1,836
町立教育研究所 1,550
小学校学校給食費助成 15,092
中学校修学旅行費助成 1,709
中学校学校給食費助成 9,989
文化振興助成 1,500
スポーツ振興助成 1,500

水 道 事 業 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費

建設改良費 配水管布設替等事業 111,860

配水管更新実施設計委託業務 75,900

メーター設備費（検満） 58,640

下 水 道 事 業 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費

下水道事業費 管路施設工事 54,000

ポンプ場工事 138,000

処理場工事 101,192

実施設計委託料 34,400

病 院 事 業 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費

建設改良費 逆浸透精製水製造装置 17,050

特別会計・企業会計（事業費 1,000万円以上）�（単位：千円）
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補 正 予 算

令和６年度 ３月補正予算の主な内容 (補正額 300万円以上）
（単位：千円）

項　　　　　　目 補正前予算 今回補正 補正後予算
一般会計（７回目）
厚岸情報ネットワーク電柱移転架線整備委託料 △ 3,012
財政調整基金 99,900
減債基金積立金 400,000
地域づくり推進基金積立金 168,558
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金積立金 33,043
移住支援金 △ 3,200
調整給付金 △ 6,960
国民健康保険特別会計繰出金 △ 3,995
障害者（児）介護 ･ 訓練等給付介護給付費 12,299
障害者（児）介護 ･ 訓練等給付訓練等給付費 12,481
介護保険特別会計繰出金 △ 4,589
老人福祉基金積立金 8,000
後期高齢者医療特別会計繰出金 △ 3,783
児童福祉施設型給付費負担金 △ 11,641
児童手当 △ 4,465
新型コロナウイルスワクチン予防接種委託料 △ 13,699
病院事業会計負担金 38,808
病院事業会計補助金 122,192
環境保全基金積立金 8,200
農業次世代人材投資事業給付金給付 △ 4,500
水利施設等保全高度化事業 △ 30,000
道営釧路太田地区草地整備事業 △ 11,461
町営牧場消耗品費 △ 12,416
木質バイオマスボイラー整備事業 △ 18,436
漁業近代化資金利子補給 △ 3,723
水産物加工冷凍施設整備事業 472,584
ふるさと納税 47,987
ふるさと納税基金積立金 51,913
原生花園あやめヶ原整備事業 △ 5,802
町道舗装整備事業路面性状調査委託料 △ 8,426
床潭末広間道路整備事業 △ 62,123
床潭末広間道路整備事業（令和６国補正） 50,000
桜通り地すべり対策整備事業（令和６国補正） 15,400
港町２条通り整備事業（令和６国補正） 105,000
下水道事業特別会計繰出金 4,739
住宅新築助成 △ 6,000
住宅リフォーム助成 △ 3,144
町営住宅奔渡団地整備事業 △ 8,668

（仮称）防災交流センター整備事業 772,262
厚岸中学校光熱水費 3,376
学校給食センター設備整備事業 △ 3,355

歳入・歳出の総額 13,394,525 2,108,754 15,503,279
国民健康保険特別会計（４回目）
療養給付費 △ 44,710
高額療養費 △ 8,015

歳入・歳出の総額 1,334,580 △ 54,661 1,279,919
簡易水道事業特別会計（５回目）

歳入・歳出の総額 119,781 5,190 124,971
介護保険特別会計（４回目）
居宅介護サービス給付費 △ 3,005
施設介護サービス給付費 6,816
介護給付費準備基金積立金 6,689

歳入・歳出の総額 1,149,752 4,555 1,154,307
後期高齢者医療特別会計（３回目）
後期高齢者医療広域連合 △ 8,010

歳入・歳出の総額 177,970 △ 8,066 169,904
介護老人保健施設事業特別会計（３回目）
病院事業運営管理共通経費負担金 7,992

歳入・歳出の総額 86,128 7,388 93,516
水道事業会計（３回目）

収益的支出の総額 284,493 3,344 287,837
下水道事業会計（３回目）

収益的支出の総額 522,830 △ 221 522,609
病院事業会計（３回目）

収益的支出の総額 1,311,331 △ 12,766 1,298,565
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

議員南谷　健

港町の冠水対策�試験的に逆流防止設置
　港町３条通り、港町東５の通りと周辺道路の冠水
は、雨水吐口から海水が逆流し、雨水桝から溢れる
事が原因です。雨水吐口７カ所の内、冠水頻度の高
い３カ所へ試験的に逆流防止装置を設置します。▲動画はこちら

港
町
湖
岸
通
り
岸
壁
等

改
修
の
進
捗
状
況
は

■問　
国
の
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事

業
で
岸
壁
等
の
嵩
上
げ
整
備
の
中

で
令
和
５
年
度
測
量
を
実
施
し
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
計
画
推
進
に
あ
た
り

地
域
住
民
の
声
を
聴
取
し
、
住
民

が
安
心
で
き
る
改
修
計
画
を
。

答　
令
和
６
年
度
は
護
岸
の
嵩
上

げ
に
伴
う
漁
業
利
用
の
課
題
や
背

後
道
路
と
の
擦
り
付
け
形
状
に
つ

い
て
国
と
町
や
漁
協
等
で
調
整
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
は
町
民
や
地

域
住
民
の
声
も
聴
取
し
、
調
整
が

整
い
し
だ
い
設
計
を
進
め
、
国
へ

着
実
な
推
進
要
望
し
ま
す
。

太
田
へ
き
地
保
育
所
の

休
所

■問　
休
所
に
至
る
経
過
と
再
開
は
。

答　

現
在
児
童
数
は
３
歳
児
１

名
、
５
歳
児
が
２
名
の
計
３
名
で

新
規
入
所
が
な
く
、
７
年
度
よ
り

休
所
予
定
で
す
。
再
開
の
見
通
し

は
、
へ
き
地
保
育
所
は
、
児
童
１

名
の
場
合
で
も
定
員
配
置
基
準

上
、
常
時
２
名
、
代
替
を
含
め
３

名
の
保
育
士
が
必
要
で
す
。
児
童

数
３
名
以
上
が
継
続
通
所
可
能
な

場
合
と
考
え
て
い
ま
す
。

■問　
地
域
や
保
護
者
の
意
向
と
、

受
入
対
応
は
万
全
で
す
か
。

答　
太
田
自
治
会
役
員
の
方
々
へ

経
過
説
明
し
、
入
所
の
子
ど
も
が

い
な
い
事
、
保
護
者
が
太
田
以
外

を
希
望
し
て
お
り
、
や
む
な
し
と

理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
。
受
入
対

応
は
数
年
前
よ
り
、
太
田
へ
き
地

保
育
所
と
し
ん
り
ゅ
う
保
育
所
合

同
遠
足
や
一
緒
に
給
食
を
す
る
な

ど
交
流
事
業
を
し
て
お
り
、
受
入

に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
名
札
は

名
字
表
記
を

■問　
フ
ル
ネ
ー
ム
表
記
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
名
字
の
み
と
し
、
外

国
人
も
分
か
る
ロ
ー
マ
字
を
入
れ

分
か
り
や
す
く
す
べ
き
で
す
。
現

状
の
名
札
は
首
か
ら
下
が
っ
て
揺

れ
た
り
机
の
下
に
隠
れ
て
見
え
ま

せ
ん
。

答　
現
在
検
討
し
て
お
り
、
新
年

度
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

翔
洋
高
校
生
徒
募
集
の

町
支
援
は

■問　
当
初
出
願
は
普
通
科
５
名
、

海
洋
資
源
科
20
名
の
少
な
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
募
集
協
力

支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

結
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
入
学
志
願

者
確
保
の
た
め
、
全
国
か
ら
の
生

徒
募
集
に
係
る
取
組
や
マ
イ
ス
タ

ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
学
校
の

取
組
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
な
ど

志
願
者
確
保
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
現
在
27
名
で
前
年
比

４
名
増
で
、
町
内
は
横
ば
い
で
す

が
、
取
組
効
果
で
海
洋
資
源
科
は

増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
普
通

科
は
他
校
と
差
別
化
を
出
せ
ず
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
公
立
学
校
設

置
計
画
の
再
編
対
象
数
値
で
普
通

科
の
存
続
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

■問　
今
後
普
通
科
と
海
洋
資
源
科

へ
ど
の
様
な
支
援
を
し
ま
す
か
。

答　
普
通
科
は
希
望
進
路
に
応
じ

た
選
択
科
目
を
設
定
し
、
将
来
を

見
据
え
た
学
び
の
環
境
が
十
分
あ

り
、
町
内
外
の
中
学
生
と
保
護
者

へ
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

の
周
知
に
努
め
支
援
し
ま
す
。

　

海
洋
資
源
科
は
専
門
知
識
を
学

ぶ
学
科
が
あ
る
こ
と
、
道
東
で
唯

一
漁
業
生
産
や
資
源
管
理
な
ど
海

洋
に
携
わ
る
人
材
育
成
コ
ー
ス
で

あ
る
事
を
道
内
外
や
町
内
中
学
校

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
若
潮
寮
へ
入
寮

生
徒
の
寮
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
厚
岸
町
・
町
の
関
係

機
関
と
保
護
者
等
で
構
成
の
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
の

方
々
と
連
携
し
、
学
校
運
営
の
取

組
を
支
援
し
ま
す
。

受け入れるしんりゅう保育所のみなさん

東京で生徒募集のＰＲをする校長と生徒
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

■問　
町
内
事
業
者
の
求
人
情
報

と
、
採
用
実
態
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　
町
内
の
求
人
情
報
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
釧
路
か
ら
提
供
さ
れ
る

「
日
刊
ほ
っ
と
求
人
」
と
「
週
刊

ほ
っ
と
求
人
」
を
役
場
町
民
ホ
ー

ル
、
湖
南
地
区
出
張
所
、
情
報
館

で
周
知
。
ま
た
町
独
自
の
取
組
と

し
て
、
町
内
事
業
者
か
ら
の
求
人

情
報
を
役
場
町
民
ホ
ー
ル
、
湖
南

出
張
所
の
外
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
、
昨
年
６
月
か
ら
Ｉ

ｐ
告
知
情
報
端
末
で
も
配
信
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

採
用
の
実
態
は
、
毎
年
４
月
１

日
に
採
用
状
況
の
調
査
を
行
い
、

昨
年
は
調
査
対
象
１
１
８
事
業
者

の
う
ち
、
１
１
３
事
業
者
か
ら
の

回
答
で
正
社
員
、
パ
ー
ト
含
め
47

事
業
者
で
73
人
の
採
用
が
あ
り
、

令
和
7
年
度
は
38
事
業
者
か
ら
１

雇用問題について伺う

議員音喜多政東

　現在もこれからもこの町の「働き手確保」を考える時、
「外国人労働者」抜きには考えられない。故郷を離れ言葉
の壁の難しさはあるにせよ、お互い笑って町民や地域との
交流や共生は出来ないものかと問う。これに対し町は非常
に難しい問題だが「何が必要で何ができるのか」、受け入れ
事業者と共に検討してみたい。 ▲動画はこちら

６
１
人
の
新
規
採
用
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
町
内
で

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
向
け
に

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
を
実
地

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
町
内
事
業

者
か
ら
の
求
人
情
報
の
中
か
ら
、

希
望
条
件
に
合
う
求
人
情
報
を
検

索
し
、
希
望
者
へ
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
厚
岸
町
雇
用
対

策
連
絡
協
議
会
主
催
の
翔
洋
高
校

と
、
町
内
か
ら
管
内
の
高
校
に
進

学
し
て
い
る
１
・
２
年
生
を
対
象

に
、
地
元
企
業
が
主
体
と
な
る
合

同
説
明
会
を
開
催
し
、
地
元
企
業

へ
の
就
職
を
促
進
し
て
い
る
所
で

す
。

■問　
外
国
人
労
働
者
が
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
の
様
に
。

答　
外
国
人
労
働
者
が
増
え
て
い

る
要
因
は
、
日
本
の
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
15
歳
か
ら
64
歳
の
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
で
、
国
内
の
労

働
者
不
足
で
働

き
手
と
し
て
外

国
人
労
働
者
が

日
本
に
流
入
し

て
い
ま
す
。
厚

岸
町
は
昨
年
11

月
末
時
点
で
、

11
か
国
２
３
６

人
が
在
留
外
国

人
と
し
て
住
民

登
録
を
し
て
お

り
、
そ
の
ほ
ど

ん
と
が
外
国
人

技
能
実
習
制
度

の
在
留
資
格
で
入
国
し
、
酪
農
業

や
水
産
加
工
業
で
主
に
受
け
入
れ

て
い
る
。

■問　
医
療
や
介
護
の
分
野
で
も
外

国
人
技
能
実
習
生
等
の
労
働
者
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
が

町
の
見
解
は
。

答　
既
に
民
間
の
福
祉
施
設
で
介

護
職
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

こ
の
医
療
や
介
護
の
分
野
に
於
い

て
、
労
働
者
不
足
を
解
消
す
る
た

め
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
、
一
つ
の
手
段
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■問　
町
内
に
居
住
す
る
外
国
人
と

の
相
談
や
生
活
支
援
、
町
民
と
の

交
流
な
ど
生
活
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
様

な
見
解
か
。

答　
町
内
に
居
住
す
る
外
国
人
の

ほ
ど
ん
と
が
技
能
実
習
生
で
生
活

支
援
や
相
談
は
受
け
入
れ
事
業
者

が
、
難
し
い
事
案
は
管
理
団
体
が

対
応
し
て
い
る
。
外
国
人
労
働
者

の
支
援
や
交
流
は
、
文
化
の
違
い

や
言
葉
の
壁
に
よ
り
、
町
民
や
地

域
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
は
か
な

り
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
受
け
入
れ
事
業
者
と
共
に
、

何
が
必
要
で
何
が
可
能
な
の
か
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

行
政
運
営
に
お
け
る

雇
用
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

■問　
病
院
や
保
育
所
、
福
祉
協
議

会
等
で
働
く
看
護
師
や
保
育
士
、

介
護
職
員
な
ど
の
専
門
職
員
の
採

用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
町
立
病
院
の
看
護
師
不
足
は

病
院
運
営
の
配
置
基
準
に
適
用
さ

れ
る
た
め
、
今
も
随
時
募
集
を
お

こ
な
い
、
今
も
採
用
に
努
め
て
い

る
が
叶
わ
ず
、
派
遣
看
護
師
に
よ

り
人
員
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
保

育
士
に
つ
い
て
は
現
入
所
児
童
数

に
対
し
、
必
要
な
保
育
士
は
会
計

年
度
職
員
含
め
確
保
し
て
お
り
ま

す
が
、
来
年
度
に
向
け
１
人
の
応

募
者
が
あ
っ
た
が
採
用
に
至
ら

ず
、
現
在
２
名
を
追
加
で
募
集
し

職
員
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
外
の
専
門
職
の
採
用
で
、

社
会
福
祉
士
と
社
会
教
育
主
事
各

１
名
を
募
集
し
て
い
る
が
こ
れ
ま

で
に
応
募
が
無
く
、
近
年
専
門
の

有
資
格
者
採
用
は
難
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

■問　
近
年
役
場
若
手
職
員
の
離
職

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
態

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
内
閣
府
は
若
年
職
員
を
34
歳

以
下
と
定
義
し
て
い
る
が
、
当
町

の
過
去
５
年
間
の
実
態
は
、
令
和

元
年
に
８
名
、
２
年
は
３
人
、
３

年
は
７
人
、
４
年
及
び
５
年
は
６

人
が
自
主
退
職
し
た
。
離
職
の
理

由
は
、
家
庭
の
都
合
、
他
に
や
り

た
い
仕
事
が
あ
る
な
ど
で
、
他
の

地
区
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
で

あ
る
。

役場町民ホールの求人コーナー
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

■問　
寒
冷
地
手
当
の
支
給
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

答　
寒
冷
地
手
当
は
、
職
員
が
長

期
に
わ
た
り
安
定
的
に
継
続
し
て

勤
務
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

生
活
給
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
一
会
計
年
度
毎
に

任
用
さ
れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
は
、
支
給
す
る
考
え
は

な
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
に
つ
い
て

■問　
足
寄
町
で
は
新
規
就
農
を
目

指
す
人
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
酪
農
支
援
員
）
と
し
て
採
用
し

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
事
業
組
合
に
派

遣
す
る
事
業
を
始
め
た
。
厚
岸
町

で
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
新
規
就
農
予
定
者
の
研
修
受

入
に
つ
い
て
は
、
主
に
農
協
が
担

っ
て
お
り
、
給
与
、
宿
泊
施
設
、

自
動
車
貸
与
等
の
支
援
環
境
を
整

え
て
い
る
。
当
町
と
足
寄
町
の
新

規
就
農
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
制

度
の
内
容
が
異
な
る
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
の
取
組
が
当
町
で
も
可

能
か
ど
う
か
、
農
協
と
協
議
し
な

が
ら
、
一
組
で
も
多
く
の
方
に
就

農
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

す
べ
て
の
小
中
学
校

体
育
館
空
調
設
備
の

設
置
を

■問　
文
部
科
学
省
は
令
和
６
年
12

月
27
日
付
で
「
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
要
綱
」
を
改
正
し
た
。

そ
の
中
に
空
調
設
備
整
備
臨
時
特

例
交
付
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

体
育
館
は
子
ど
も
達
の
学
習
・

生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

　

令
和
６
年
度
補
正

予
算
案
に
お
い
て
公

立
小
中
学
校
等
の
体

育
館
へ
の
空
調
設
備

整
備
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答　
学
校
施
設
は
、

子
ど
も
達
の
学
習
・

生
活
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
で

あ
り
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
避
難
所
機
能
を

強
化
し
て
耐
災
害
性

の
向
上
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
体
育
館
の
空
調

設
備
は
、
通
常
の
教

育
活
動
の
み
な
ら

ず
、
災
害
時
に
お
い

て
も
使
用
が
可
能
だ

が
、
空
調
設
備
の
設
置
の
ほ
か
に

断
熱
性
能
を
高
め
る
た
め
の
工
事

が
必
要
と
な
り
、
多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
町
内

小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
費
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て

■問　
近
年
、
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
、

部
活
動
、
教
材
費
な
ど
義
務
教
育

で
発
生
す
る
「
隠
れ
教
育
費
」
が

保
護
者
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
厚
岸
町
で
も
独
自
の

支
援
策
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

道
内
で
は
小
中
学
校
入
学
準
備
支

給
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
厚
岸
町
で
も
入
学
時
の
保

護
者
負
担
軽
減
の
た
め
、
入
学
す

る
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
制

服
や
ジ
ャ
ー
ジ
、
教
材
費
な
ど
の

支
援
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
町
で
は
、
児
童
生
徒
に
係
る

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
小
中
学

校
で
は
使
用
す
る
教
材
購
入
経
費

の
ほ
か
、
学
習
、
課
外
活
動
用
消

耗
品
、
給
食
費
に
つ
い
て
、
本
来

保
護
者
負
担
と
な
る
費
用
に
つ
い

て
支
援
し
て
い
る
。
小
中
学
校
入

学
時
に
お
け
る
準
備
金
支
給
に
つ

い
て
だ
が
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

議員石澤由紀子

　会計年度任用職員の処遇改善について「安心
して働けるためにも、無期の任用へ転換すべき
ではないか。」についてだが平等取扱いの原則を
踏まえ、今後も毎年公募選考していく。

会計年度任用職員の処遇改善

▲動画はこちら

太田小学校体育館
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

■問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
費
用
助
成
制
度
の
創
設
と
メ

リ
ッ
ト
の
周
知
に
つ
い
て
。

答　
町
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
は
無
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
対
象
と
な
る
児
童
や
保

護
者
に
お
い
て
、
接
種
の
必
要
性

の
理
解
が
難
し
い
こ
と
や
、
男
性

へ
の
使
用
承
認
か
ら
間
も
な
い
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
自
体
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■問　
独
自
の
費
用
助
成
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
は
。

答　
情
報
収
集
と
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
は
。

答　
市
町
村
が
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
定
期
予
防
接
種
と
な
っ
た

場
合
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
メ
リ

ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

災
害
用
井
戸
の
活
用

■問　
町
内
の
井
戸
に
つ
い
て
の
調

査
の
実
施
の
有
無
、
及
び
公
共
に

あ
る
も
の
と
民
間
に
あ
る
も
の
を

把
握
し
て
い
る
か
。

答　
町
内
の
井
戸
に
つ
い
て
は
、

年
に
１
回
、
水
道
課
に
お
い
て
水

道
給
水
人
口
戸
数
把
握
の
た
め
、

個
人
飲
用
井
戸
等
の
設
置
状
況
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
31
日
時
点
の
調

査
結
果
で
は
、
公
共
施
設
に
設
置

し
て
い
る
井
戸
は
３
カ
所
、
民
間

が
所
有
し
て
い
る
使
用
可
能
な
井

戸
は
25
カ
所
で
す
。

避
難
所
へ
の

ト
イ
レ
設
備
設
置

■問　
断
水
時
に
使
え
る
ト
イ
レ
を

指
定
避
難
所
へ
設
置
す
べ
き
と
思

う
が
。

答　
災
害
時
に
断
水
が
発
生
し
た

際
の
、
指
定
避
難
所
の
ト
イ
レ
対

策
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
を
使
用
で

き
な
く
な
り
、
避
難
者
が
ト
イ
レ

の
使
用
を
控
え
る
こ
と
に
よ
り
引

き
起
こ
さ
れ
る
、
健
康
被
害
や
災

害
関
連
死
を
防
ぐ
こ
と
が
最
優
先

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

厚
岸
町
長
の
任
期

■問　
今
年
７
月
12
日
に
任
期
を
迎

え
る
が
、
今
後
の
町
長
の
考
え
方

は
。

答　
私
は
、
平
成
13
年
６
月
の
町

長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様

か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
賜
わ
り
町

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
た

だ
ひ
た
す
ら
に
厚
岸
町
を
良
く
し

た
い
」
と
の
思
い
で
、
町
政
執
行

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
４
カ

月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
期
に
向
け
た
私
の
考
え
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
場
で
の
お
答
え

は
、控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問　
在
任
期
間
中
に
行
っ
た
、
町

長
と
し
て
の
目
玉
政
策
は
。

答　
私
は
、
町
長
就
任
以
前
か
ら

の
政
治
信
条
で
あ
る
「
政
治
こ
そ

が
、
郷
土
の
発
展
と
人
々
の
幸
せ

を
も
た
ら
す
も
の
」
と
す
る
気
概

を
持
っ
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

１
点
目
は
、「
基
幹
産
業
の
振

興
」、
２
点
目
は
、「
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
」
で
あ
り
ま
す
。

集
会
施
設
の
機
能
を
併
せ
持
つ

「
仮
称
・
厚
岸
町
防
災
交
流
セ
ン

タ
ー
」
を
令
和
７
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
、
建
設
工
事
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、「
少
子
高
齢
化
対

策
と
子
育
て
支
援
」で
あ
り
ま
す
。

出
産
祝
金
10
万
円
の
支
給
な
ど
、

子
ど
も
医
療
費
と
保
育
所
・
幼
稚

園
の
保
育
料
の
無
償
化
を
実
現
さ

せ
た
ほ
か
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ

っ
た
厚
岸
保
育
所
と
真
竜
保
育
所

を
津
波
避
難
を
可
能
と
す
る
場
所

へ
移
転
改
築
を
行
い
、
子
育
て
環

境
の
安
全
確
保
と
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
点
目
は
、「
観
光
振
興
施
策
」

で
あ
り
ま
す
。
私
が
長
年
に
わ
た

り
力
を
注
い
で
き
た
「
厚
岸
道
立

自
然
公
園
」
の
国
定
公
園
化
を
令

和
３
年
３
月
に
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

５
点
目
は
、「
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

光
ケ
ー
ブ
ル
の
町
内
全
域
へ
の
整

備
や
、
Ｉ
Ｐ
告
知
情
報
端
末
の
全

世
帯
へ
の
設
置
、
町
営
住
宅
ま
ち

な
か
団
地
の
建
設
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
運
行
実
施
、
若
竹
第
２
埠
頭

付
近
倉
庫
等
の
解
体
支
援
、
空
き

家
等
対
策
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

令
和
５
年
９
月
に
は
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
第

42
回
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
北
海
道
大
会
を
本
町
で
開
催

し
ま
し
た
。

■問　
在
任
期
間
中
に
や
り
残
し
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　
北
海
道
横
断
自
動
車
道
根
室

線
「
尾
幌
糸
魚
沢
道
路
」
の
早
期

完
成
と
、「
別
保
・
尾
幌
間
」
の

新
規
事
業
化
を
は
じ
め
、
要
請
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
将
来
を
見
据
え
た
重
要
課
題
」

で
あ
り
ま
す
が
、
先
般
、
基
本
構

想
を
取
り
ま
と
め
た
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
高

齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
の
検
討
に

つ
い
て
、
建
設
場
所
等
の
検
討
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
ほ
か
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
は
じ
め
と
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議員竹田敏夫

HPVワクチン・井戸・トイレ設置・町長の任期
　ＨＰＶワクチンは有効、接種の周知をしてまいります。
　災害用井戸の活用は、断水時には大変有効で優先して考
えたい。
　災害用トイレは整備を進めていきたい。
　町長の任期については、６期の間すばらしい成果だった。
と答弁をいただく。 ▲動画はこちら

災害用井戸イメージ
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

香
害
対
策

施
策
の
内
容
と

今
後
の
取
組

■問　
香
害
に
対
す
る
施
策
の
内
容

と
今
後
の
取
組
。

答　
普
及
啓
発
・
情
報
提
供
と
し

て
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
ポ
ス
タ
ー
掲
示

を
続
け
て
い
く
。
ま
た
、
乳
児
対

象
の
健
康
相
談
時
に
お
け
る
石
け

ん
配
布
と
併
せ
、
チ
ラ
シ
配
布
に

よ
る
個
別
周
知
を
行
う
。

　

昨
年
６
月
に
は
「
健
康
フ
ェ
ア

２
０
２
４
」
と
し
て
町
内
数
カ
所

で
香
害
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
に
よ
る
周
知
と
意
識

調
査
を
行
っ
た
。
香
害
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
周
知
し
、
保
健
師
に

対
す
る
相
談
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
、
香
害
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
予
定
し
て
い

る
。
自
分
や
周
り
の
人
の
健
康
を

守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
製
品
を

選
べ
ば
良
い
か
、
そ
の
知
識
を
得

る
た
め
の
啓
発
、
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
く
。

　

教
育
委
員

会
で
は
、
令

和
５
年
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ

る
実
態
調
査

を
行
い
、
そ

の
結
果
を
公

表
し
町
民
に

周
知
し
て
き

た
。
ま
た
、

家
庭
科
や
保

健
体
育
の
授

業
に
調
査
結
果
を
活
用
し
て
理
解

を
深
め
て
い
る
。
調
査
の
際
、
児

童
生
徒
に
比
べ
、
学
校
職
員
や
保

護
者
の
回
答
率
が
低
く
、
学
校
で

の
会
議
や
学
校
だ
よ
り
を
通
じ
て

意
識
の
啓
発
を
進
め
る
よ
う
、
お

願
い
し
て
い
る
。
今
後
、
授
業
や

啓
発
に
よ
る
香
害
の
実
態
や
意
識

の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
定
期

的
な
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
令

和
７
年
度
に
お
い
て
も
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
。

■問　
香
害
は
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の

一
種
と
も
言
え
る
。
学
校
薬
剤
師

に
よ
る
学
校
環
境
保
全
の
一
環
と

し
て
、
空
気
環
境
の
調
査
を
含
め

た
対
策
が
必
要
だ
。

答　
香
害
に
関
し
て
校
長
会
や
教

頭
会
の
論
議
、
学
校
保
健
計
画
の

策
定
に
お
け
る
学
校
医
、
学
校
薬

剤
師
の
積
極
的
関
与
を
お
願
い
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
室
の
空
気
環

境
調
査
で
は
、
Ｔ

　

︱
　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮

発
性
有
機
化
合
物
）
測
定
に
つ
い

て
、
機
材
の
目
途
が
た
っ
た
の
で

令
和
７
年
度
行
う
予
定
で
あ
る
。

「
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
活
用

■問　
「
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
職

員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
は
。

答　
国
は
平
成
28
年
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
制
定
し
、
障
碍
者
の

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
は
禁
止

と
さ
れ
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
行

政
機
関
や
事
業
者
の
法
的
義
務
と

さ
れ
た
。
町
で
は
職
員
が
法
の
趣

旨
を
正
し
く
理
解
し
、
障
碍
の
特

性
を
理
解
し
た
配
慮
が
で
き
る
よ

う
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
た
。
こ
こ
で
は
障
碍
に
つ
き
理

解
を
深
め
る
よ
う
、
障
碍
者
が
何

に
困
っ
て
い
る
か
を
詳
し
く
説
明

し
、
当
事
者
や
関
係
者
の
声
も
掲

載
し
面
談
か
ら
文
書
作
成
に
至
る

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
碍
の
特
性

に
配
慮
し
た
対
応
の
で
き
る
よ
う

留
意
点
を
記
載
し
た
。

■問　
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
活
用

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　
全
職
員
に
通
知
す
る
ほ
か
、

新
規
採
用
職
員
を
対
象
に
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

■問　
組
織
は
上
部
の
意
識
で
変
わ

る
。
数
年
前
、議
会
で
町
三
役
や
、

せ
め
て
管
理
職
に
お
い
て
も
、
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
研
修
を

行
う
べ
き
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

話
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
な
い
か
。

答　
今
後
は
各
種
職
員
研
修
に
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
を
図
り
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
を
行
い
、
商
工
会
と
も
連
携
し

事
業
者
の
合
理
的
配
慮
義
務
等
、

必
要
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

の
導
入

■問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
（
コ

ミ
ナ
ス
）
事
業
の
評
価
。

答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
（
コ

ミ
ナ
ス
）
と
は
、
一
定
の
医
療
知

識
を
持
つ
人
材
が
地
域
に
根
付

き
、
困
り
ご
と
や
健
康
に
関
す
る

こ
と
な
ど
生
活
に
関
す
る
幅
広
い

相
談
に
乗
り
、
行
政
の
目
の
届
き

に
く
い
と
こ
ろ
へ
の
目
配
り
や
、

元
気
な
お
年
寄
り
の
健
康
保
持
、

地
域
活
動
の
振
興
な
ど
住
み
よ
い

地
域
作
り
構
築
の
た
め
の
役
割
を

担
い
活
動
す
る
も
の
で
、
こ
の
事

業
を
導
入
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る

事
例
も
見
ら
れ
る
。

■問　
コ
ミ
ナ
ス
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
か
。

答　
コ
ミ
ナ
ス
の
人
材
養
成
や
派

遣
を
担
う
会
社
か
ら
の
情
報
収
集

や
導
入
自
治
体
か
ら
の
聞
き
取
り

等
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
当
町

に
お
け
る
類
似
事
業
と
し
て
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
行

う
集
い
の
場
所
作
り
、
見
守
り
、

町
保
健
師
に
よ
る
地
域
保
健
活

動
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
が

あ
る
、
ま
ず
は
既
存
事
業
の
充
実

を
図
り
た
い
。
な
お
、
コ
ミ
ナ
ス

事
業
の
有
効
性
は
認
識
し
て
い
る

の
で
、
費
用
や
導
入
方
法
を
さ
ら

に
検
討
し
、
今
後
も
研
究
を
継
続

し
て
行
く
。

議員室﨑正之

　芳香剤、柔軟剤や合成洗剤に含まれる合成香料によ
り、体調不良を起こす事例「香害」対策をどのように
進めるか資しました。また「障がいのある人への対応
マニュアル」の活用、コミュニティナース事業の導入
についても質問しました。

令和７年の香害対策

▲動画はこちら

香害のポスター

柔軟剤などの香りで頭痛や吐き気がするという相談があります。
自分にとって快適な香りでも、困っている人もいることをご理解ください。

知って
くだ
さい
!!

困っている人もいます

香りの感じ方には個人差があります。

香り付き製品の使用に当たっては、周囲の方にもご配慮下さい。
なお、使用される場合は、使用量の目安なども参考に。
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議 会 の 動 き

議　会　の　動　き（各議員の出席状況）� １月22日から４月18日まで

会
議
種
類

開　催　日
・

期　　　間
会　　議　　名　　称

開
催
日
数

議　　員　　氏　　名（議席順）
竹
田
　
敏
夫

室
﨑
　
正
之

佐
藤
　
淳
一

金
子
　
　
勇

音
喜
多
政
東

中
川
　
孝
之

南
谷
　
　
健

石
澤
由
紀
子

桂
川
　
　
実

堀
　
　
　
守

杉
田
　
尚
美

大
野
　
利
春

本
　
会
　
議

3月5日〜11日 第１回　定例会

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

遅参 1

早退

委
　
　
員
　
　
会
　
　
等

2月14日 第１回　議員協議会 1 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月19日 第１回　総務産業常任委員会 1 ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○ ○ －

2月20日 第１回　厚生文教常任委員会 1 － ○ － － ○ － ○ ○ － － － ○

2月25日 第２回　議員協議会 1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

3月  3日 第２回　議会運営委員会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月18日 第２回　広報常任委員会 1 ○ － ○ － ○ － ○ － ○ － ○ －

欠：欠席　　遅：遅参　　早：早退　　公：別公務により欠席　　－：所属していない委員会の場合

『声の議会だより』を発行しています

　希望者に議会だよりを朗読・録音したカセットテープ及びＣＤの貸出を
いたします。
　お気軽にお申し付けください。

●詳細は、町役場内 議会事務局まで　TEL 52－3131（内線301）

　

令
和
５
年
５
月
か
ら
令
和
７

年
４
月
ま
で
の
任
期
で
議
会
だ

よ
り
の
８
回
の
発
行
に
取
組
ま

し
た
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
５
月
に
広
報
特
別

委
員
会
か
ら
広
報
常
任
委
員
会

に
な
り
、
町
民
の
皆
様
に
議
会

活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
議
会
中
継
を
録
画
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
）で
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
編
集
委
員
が
交
代

し
ま
す
が
、
今
後
も
町
民
の
皆

様
に
議
会
活
動
を
わ
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委　

員　

長　

杉
田　

尚
美

副
委
員
長　

桂
川　
　

実

委　
　
　

員　

竹
田　

敏
夫

委　
　
　

員　

佐
藤　

淳
一

委　
　
　

員　

音
喜
多
政
東

委　
　
　

員　

南
谷　
　

健

あ
と
が
き


